
わ
が
国
の
古
寺
の
門
前
に
立
つ
と
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
二
王
像
に

接
す
る
機
会
が
多
い
。
と
く
に
、
有
名
な
作
は
鎌
倉
期
の
東
大
寺
南

大
門
、
興
福
寺
の
金
剛
力
士
立
像
で
、
解
剖
学
的
造
形
を
窺
い
知
る

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
彫
刻
作
品
に
は
到
底
及
ば
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
に
関
す
る
自
然
主
義
は
十
三
世
紀
に
萠
芽

し
、
十
五
世
紀
に
は
烏
ぐ
冒
且
ロ
身
①
昂
〕
昌
一
号
①
盲
侭
め
さ
》
閉
昌
冨
堅

ら
が
登
場
し
、
自
ら
解
剖
力
を
執
り
、
解
剖
人
体
の
描
写
図
を
造
し

た
。
中
で
も
烏
く
旨
ｇ
の
解
剖
図
は
著
名
で
あ
る
。

わ
が
国
で
、
芸
術
分
野
へ
の
解
剖
学
の
導
入
は
、
明
治
初
期
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。

①
明
治
九
年
、
工
部
大
学
校
附
属
美
術
学
校
創
設
、
画
学
科
主
任

シ
８
匡
①
閏
ｐ
Ｑ
ｏ
く
四
国
己
の
要
請
に
よ
り
東
京
医
学
校
の
玉
越
興

1ワ
ユI

日
本
に
お
け
る
芸
用
解
剖
学
の
受
容

寺
畑
喜

朔

平
が
週
二
回
美
術
の
た
め
の
解
剖
学
を
講
義
し
、
猿
の
解
剖
も
し
た

と
い
う
（
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
）
。

②
明
治
二
十
年
、
東
京
彫
工
会
主
催
で
、
帝
国
大
学
医
科
大
学
田

口
和
美
教
授
か
、
才
技
育
成
の
た
め
一
‐
美
術
応
用
解
剖
学
」
の
題
で

講
演
を
行
っ
た
。

⑧
日
本
に
お
け
る
芸
術
用
の
解
剖
害
の
始
め
は
『
美
術
応
用
解
剖

学
』
（
明
二
五
）
で
、
本
書
は
田
口
和
美
の
長
男
茂
一
郎
撰
、
田
口
和

美
校
、
ま
た
発
行
者
は
田
口
碩
臣
（
和
美
の
二
男
、
の
ち
千
葉
医
学
専
門

学
校
教
授
）
で
あ
る
。
大
版
（
三
五
×
二
五
糎
）
で
本
文
四
十
頁
、
附

図
十
五
、
両
国
旨
匡
昌
（
海
軍
省
御
雇
英
人
）
が
英
文
の
序
文
を
寄
せ

て
い
る
。
凡
例
中
「
附
図
は
濁
国
伯
林
美
術
大
学
校
教
授
邊
蘆
華
留

博
士
の
撰
揮
せ
し
も
の
に
擦
る
と
雌
と
も
碩
学
阿
児
敏
博
士
の
害
に

就
て
之
を
改
訂
ｌ
更
に
新
製
の
数
図
を
加
へ
壹
工
近
藤
勝
美
氏
玄

を
描
写
せ
り
」
と
あ
る
。
本
書
の
続
刊
は
不
詳
、
稀
瀬
本
で
国
立
国

会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

⑳
森
鴎
外
と
美
術
解
剖
講
義

『
鴎
外
日
記
』
よ
り
抽
出
す
る
と
、
「
明
治
二
十
四
年
二
月
十
四
日

東
京
美
術
学
校
解
剖
授
業
を
嘱
託
せ
ら
る
。
同
二
十
八
年
七
月
九
日

美
術
学
校
解
剖
授
業
を
解
嘱
せ
ら
る
（
注
、
日
清
戦
役
出
征
の
た
め
）
。
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同
三
十
一
年
一
月
七
日
午
後
久
米
桂
一
郎
草
す
る
所
の
芸
用
解
剖
学

の
緒
言
を
閲
す
。
同
年
一
月
二
十
七
日
芸
用
解
剖
学
の
緒
言
を
閲
し

て
、
再
生
時
代
解
剖
家
の
傳
を
補
う
。
同
年
二
月
十
三
日
久
米
の
芸

用
解
剖
学
緒
言
。
同
年
七
月
六
日
美
術
学
校
報
酬
年
額
五
百
圓
を
受

く
る
こ
と
と
な
す
。
同
年
九
月
四
日
芸
用
解
剖
学
を
校
す
。
同
年
九

月
十
三
日
此
日
よ
り
美
術
学
校
の
講
義
二
時
間
つ
っ
と
な
り
ぬ
。
同

三
十
二
年
六
月
十
四
日
美
術
学
校
の
授
業
を
解
嘱
せ
ら
る
、
慰
労
金

百
圓
を
贈
ら
る
。
明
治
三
十
四
年
十
月
十
九
日
大
村
画
報
社
の
将
に

芸
用
解
剖
学
骨
部
と
西
洋
芸
術
史
上
代
の
部
と
を
発
見
せ
ん
と
す
る

を
告
ぐ
、
校
合
等
い
か
が
あ
ら
ん
、
心
も
と
な
し
。
同
年
十
一
月
四

日
久
米
佳
一
郎
解
剖
学
の
試
刷
紙
を
寄
示
す
、
以
下
復
た
賛
せ
ず
。
」

と
あ
る
。

鴎
外
は
東
京
美
術
学
校
二
代
校
長
岡
倉
覚
三
の
懇
請
に
よ
り
「
美

術
解
剖
」
講
義
を
始
め
た
。
こ
の
科
目
ば
、
東
京
美
術
学
校
規
則

（
明
一
二
）
の
絵
画
科
、
彫
刻
科
第
一
年
（
毎
週
二
時
）
に
登
場
し
、
最

初
は
後
藤
貞
行
（
楠
公
像
の
馬
の
木
型
制
作
者
）
が
担
当
し
、
後
任
は

鴎
外
で
あ
る
。
鴎
外
の
講
義
録
は
遣
さ
れ
て
お
り
「
芸
用
解
禮
学
」
、

「
美
術
解
剖
学
」
の
表
題
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
六
年
久

米
佳
一
郎
（
洋
画
家
、
白
馬
会
）
と
同
選
と
し
て
『
芸
用
解
剖
学
・
骨

論
部
』
を
公
刊
し
た
。
本
書
の
沿
革
史
末
尾
に
《
《
］
．
〆
呈
日
四
目
ゞ
国
四
‐

ｍ
房
呂
①
シ
ロ
胃
○
目
①
畠
麗
》
》
を
粉
本
と
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

演
者
の
示
す
本
書
は
六
版
（
大
三
）
で
あ
る
。
東
京
美
術
学
校
で
は

鴎
外
に
つ
い
で
久
米
が
美
術
解
剖
の
教
科
を
担
当
し
た
。

⑤
京
都
美
術
学
校
で
は
、
明
治
二
十
五
年
の
教
則
に
よ
れ
ば
、
絵

画
科
に
お
い
て
第
三
、
四
、
五
年
に
毎
週
二
時
（
四
、
五
年
次
は
一
時
）
、

「
美
術
解
剖
‐
」
（
人
体
及
動
物
ノ
筋
肉
骨
酪
等
美
術
二
関
ス
ル
解
剖
ノ
大
略

ヲ
講
授
）
を
教
科
と
し
て
い
る
が
、
初
講
年
及
そ
の
担
当
者
は
調
査

の
結
果
、
不
明
で
あ
る
が
、
『
百
年
史
京
都
市
立
芸
術
大
学
』
で
は
、

明
治
二
十
九
年
四
月
小
島
光
真
（
教
諭
）
が
明
治
三
十
三
年
三
月
ま

で
こ
の
教
科
を
担
当
し
て
お
り
、
つ
い
で
宮
島
幹
之
助
（
明
三
十
三

年
十
月
’
三
十
五
年
九
月
）
、
つ
。
つ
く
担
当
者
は
不
明
、
明
治
四
十
一

年
四
月
よ
り
大
正
十
年
一
月
（
死
去
）
ま
で
鈴
木
文
太
郎
、
つ
い
で

望
月
周
三
郎
と
な
っ
て
い
る
。
鈴
木
は
蔵
田
貞
造
と
合
著
で
『
美
術

解
剖
学
』
を
公
刊
（
明
治
四
一
）
、
こ
れ
を
教
材
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

本
書
は
本
文
百
頁
（
附
録
）
、
図
五
七
を
収
載
し
て
い
る
。

⑥
斯
界
の
著
書
と
し
て
、
前
期
以
外
の
も
の
を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の

よ
う
で
あ
る
。

瀬
戸
近
著
『
芸
用
解
剖
』
（
明
四
一
）
、
桜
井
恒
次
郎
著
『
美
術
解
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剖
学
ノ
茉
』
（
大
二
）
、
川
村
多
實
二
著

中
村
不
折
著
『
芸
術
解
剖
学
』
（
大
四
）

『
芸
用
解
剖
学
』
（
大
二
）
、

（
金
沢
医
科
大
学
）

日
本
の
夏
は
高
温
、
高
湿
で
熱
帯
の
よ
う
な
気
候
で
あ
る
。
そ
こ

で
昔
か
ら
炎
天
下
の
農
業
労
働
と
か
炉
前
の
作
業
と
か
ば
耐
え
難
い

暑
さ
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
暑
熱
に
よ
る
健
康
影
響
を
徳
川
時
代
に
は

暑
気
あ
た
り
と
か
、
中
署
と
か
よ
ん
だ
。
中
暑
と
は
「
暑
さ
に
中
り

昏
倒
す
る
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。も

と
の
り

一
七
八
九
（
寛
政
元
）
年
刊
の
多
紀
元
徳
著
の
『
廣
恵
済
急
方
』
上

巻
の
療
法
を
一
例
と
し
て
染
る
と
、
急
い
で
日
陰
に
ね
せ
て
、
道
傍

の
熱
土
塊
を
掘
り
く
だ
い
て
病
人
が
の
む
か
、
又
は
膳
の
上
に
積
承

お
き
、
そ
の
最
中
に
窩
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
な
か
に
他
人
に
多
く
小

便
を
さ
せ
て
熱
気
を
透
さ
せ
る
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。
但
し
実
際
に

こ
ん
な
療
法
が
用
い
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。
服
薬
と
し
て

は
大
蒜
、
生
姜
が
あ
げ
て
あ
る
。

18

熱
中
症
予
防
薬
と
食
塩

三
浦
豊
彦
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